
㌔
l
も
．
壌

∴
言
・
∴
㌔

．
、
“
1
㌢
．
．

′．、

和泉令讃柾高放

、ソてブ’、了へウミニの瑚イヒ　いJTr・？・芸子よ．I



／－．．ノ⊥一㌦－‾‾

二二二二ニニニュー．‾〆一

∴’、＼＿　－、

′

　

′

ア

　

ノ

／

．

　

′

　

ノ

＼
∴

．
1
－
1
1
1
＼
∴

！
ク
エ

嘉
一

一
′

∴
・
・
十
・
十
！
ノ　ノ

「＼／」＼

／



り′＼＼～．ろ・＼＝ノ＼＼′ノ

さ1養．、藍

顆曹嘲鴫

誉
諭
・
鳶
、
十
才
一
も
鼻

、
、
l
’
’
，
．
J
‥

／

！

～

．

、III一院

匂
彿朝

の

〆
．
．
丁
や

／
∴
∴

／
了
．

紳二嵐三（郷
．ノ毎．乳▼風速を涛

／鳥
目
机
「

′

・

‥

∵

－

り

一

：

・

・

・

・

、
▲
t
▼

′
l
ヽ

▲
y

纏
綿

⑲
綿
密

す碍

観

轍
先
細
勅
命
鶴
鳩
亀
号
音

も汚亀

摘
沈

命見一鴻軋

．‾耗
1：

嘲．
レl

◎密禍鵜．

‘孟払竜．ふ．吋
薗帰京
智東．瑠徴

◎腎菅的
魚鱗郎・
画廊梯岬lTr．1
轡乳濁欄憮ナ
率光り錆色鼻密

機鋒慮れ細諷●l軸を
4仁山・増鱒うi・t瀬棚吋

く
れ
を
昌
子
亘
管
を
争

古
を
．
．
も
　
も
発
光
も
喜
I
．
し

．・“…＿．、．…Mイ1し．＿、、、‥．．．

札雪．一級寸小冊●

鵠
他
的
虚
的

烏
轟
†
掛
軸

皐l呵机如
l
▼J

へ

き

ノ

／
戯怒

響三秒

電場蟹‘櫓



、、一一＿＿一〆一／／

身0ノ落

◎
◎
㊤

＼

＼

▼

　

1

．

－

－

－

！

・

成再ふいヨ

．‘恕凄（碕）

壷．
ゥ餐竜一7上月18．．線毒
0顕　す

、
7
　
つ
走

り
敦
森

入

▼

　

竜

九
イ

げ発光が題目
さシ全隼が燐光

⑧
話●こ恥l・かわ，指

け⑧㌻り◎が堰く、一塩の米幸二音味号野1ごてり五

冬青敦鴨、障融資潰耳、類呼水猥頭、塔光触謁、馴禁色レ
・′　　　　　　　　・′　　　　　　　　　ら

査相身か－こ与、1）一終発。泉局、言言．，
聴　一二．ト・主埠1錮くけ落しく発尭

J⑦　　　㊨

ヽ　h

二正　遜

専ナ〔・ぎ・

野路碁

サ
こt．

基

取壊と儲

鴎架
．＞叫

旨じ

者
土
笛
千
二

意
思
「

三尊噂単車や車単、パイル噂軽養最、T－1rt．．≠．＿

宰打鶉れよ＿リ
、、、、、、†∴‾十丁ユ令　的ネ‥C

去来、・・、・・・‥、…10．0∴C′C　ニー

譜表を芸事圭和事．・L．十和再

鴻告′こ′i・食塩本へ‾和上∃鞄を・無二靂吟・こP¢Oc叫咋ノ＼．、ここ　．．．」【ノ　．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　、　＿＿0、一　　、、＿h　魯・I蟄

毒哀投票し載ごて‘t：．竃盛．：漕最蒜‡霊晋二凄豊篭へヽ

一一一一イ之∵ト・‥‘∴∴∴二十



り
・
組
振
聖
鱒
脇
の

爛
　
け
密
鼠
ア
晶
・
鎚
・
‥

l
廠
整
警
恩
讐
彿

・
射
鵡
l
‖
・
離
れ
膵
㈱
璃

瑞
．
晶
瑠
璃
丸

車
両
，
守
的
．
噛
め
．
癖

も
．
ほ
L
螺
で
㌘

l
k

で
佃
領
域
施
主

金
・
が
．
1
線
慮
り

玉，

叱り働粗であ．久で当、施日も々　丸！Hへすヾ
I噌正輔13．
舟1割㌣為、巧です綿布健吾齢1’’主

写

薗
ヽ 戯て介細線患…専打苧す・l■！欄1、－11、1・、

’勧めで振0－車載漸1抽入どで再‥

十
、
一
日
＜

鞍

　

斗

時

柱

酪

蛾
笥
患
r

蔵
．
・
輔
車
㌣
蕗

怒譜を晋豊‡常温定

恥卑球峠い糎

恕細李鵬和音だ‘碩
峯も・rこ、＿あ．ず針tこ．－奇癖芝で1－「蒔

絵曝埴厳寒時転げアわ，〆蜜

も．鍵へ惚噸醸奪．涼も、壌ぬ′箪毒も
疎通藩ふ

璧

ヘ

ヤミ

蜃

≠－

軒寓
．
d

た
・
、
う
　
ヰ

有
史
布

1り、

整骨鞠地謡簿単車敦怯．＿竜一曳′卵牒接一粛趣苺へ竜一7号

漂顧恕曾軸や
鵠轟賠欝譜票監禁墨李

．‘ぞ・－ぎー・へ、こかへつ禄碩

l

∴　－‾　　＿　　　H L．11



′l

Lノ

＼，，／ナ
ノ・ノ 声ュノ控）．

2年1や穫
、∴　「
、・、・：、J

積悪

・、与

去ノp去プラン．／樟ノ　錘ニー）
；ヨ

廿か卑　H－長日18　7軋＼轟
珂
・争布の享n

三巴。瑠T r0帥l　木へ下で！tノ7‾鷺㍉㌣が守で「㍗！「し奄た㌔年
齢を下▼jPP日の　恒藷、ン仁と、引‥な、鼻緒奇

観濱田iい守り8

敢
喜
・
壇
、
野

l

－

、

－

－

；

ノ

ヽ

－

7

－

・

－

・

1

、

‥

・

・

恥
じ
粗

・tミ

上下t勺鴇も
捧～i六でく三、lこ、勺▼サユニ㌫押上患う専門覇綿中

編車や重責をlでも　r一事恥汀．㌢1ももテキ

乃ゆかも半年喪主U絵にnニ済J－清浄
ノかも

・．∴／．・・

、
郡
ふ
エ
椚
｝
宣
誓
閂
ミ

馬率。どう　71ト、丘〆、ヽ　云＿う

1．・1水瓶軸、巧））も！もれて、、た

之で
もし

東っ軋
こ　ヽ

持升

了
叫
乃

来
て
。

、－モ・上－て

k

I

 

n

．

一

が

l

下
城
一
升
毘
良

乃

　

ヽ

h

J

▼

、
↓

萱摘時う脚諒ぺかけ香篭も珂
．
て
　
て
】
　
に

†
果
報

も
守
胸

nに＆A

持 か甘T

丸
っ
り
浄
れ

：
嘘
か
官
主

：賂11．トミく一花、て的

廠
汁
ド
ニ

ニ

ケ

　

て

　

呵

書きlこ萎1．．孟色艶

の

　

せ

．

ヽ
こ㌔・、て、・E．旗ハ

、き　り　ン㌧かモ「布　目か

長　一ハ1－も1がH、う

舟
か
車
輌
去

ト
叱
ミ
「
ヒ
宣
ト
か

q
ヽ

，
4かて

」

鼠

　

「

†

－

h

‥

＝

1
′夫たこ17Ir雪　ニ　ー1ト　ンか一隻

し刊職，了も
粗けエ「

け「て‾耳、1．タ滴へ競．へ摩二・㌔　セ了
舟て声亀新一もト、て富む。1．、、‘た．

喝
や
り
l
n
．
ぢ
わ
蔑
り
毒
牙

罷
k
等
葡
か
や
に
了
ん

班
轟
認
識
酷

．
′
′
＼
且
，
．
・
l
′
ヽ
ビ
㌫
飢

ナ
軋
∩
・
ソ
l
こ
き
坤
い

り
r
争
・
ヰ
勒
吋
．
舞
胤
も

・
′
け
毒
も
n
　
っ
．
残
り
も

ぅ
F
、
麻
こ
疫
．
よ
・
で
鞠

γ
的
い
吟
準
す
利
勝
も

と
如
い

体
－
u
′
親

疎

日

月

雑 海
下戸年

T
を
埋

、，、lハ、J

て勤 もり

彗　　t紬′l

てヽ

　

1

’

壊
れ

に
爪

一番

ヽ、て、、

0

ト
　
ビ
、
ヽ
′
ヽ
寸

ヽ

で
噂
α
U

＝

　

へ

　

た

て

色

　

t

H

　

少

も
専
足
長

、、㍉「炉し　ンlL
机

ル牒体で11宙1
乳ltJ、1ミ　小弟ち　と至

、、」も由；息乳量息に1恥も
d
T
　
っ
．
・
e
 
n
了

り

た

　

苛

畷

竺
乍
ト
、
門

と
　
八
色
丁
争

l
一
旦
i
絹

由・「

弓l

“
終

l
・
L
　
で

外れや東和R≦慶一あて、・．、

こ、、与か－tも）し・亨で鰯につ　くへ

乃劇虜、、草であ苗．この音Iiも．令Iと
て：ご－†ウシ乃侃一志碑か塊T、いいへ

乾が菌と巧も刑罰で・で球、、かし冬かム斗元
内申が相、ミ時即が叔練で‘11年もこ・綿雪こ

′′、

甑轟悪霊



、叉‾一帯・、あ

とf

鮎

曾

鼠げ
シ主ぎユつ

られ．よ

薗
こ：こ　い：あ

っ～一丁鳩惚

噂卵極プ
巧．晶がう

．
け
プ
ラ
、
ノ

っ
ク
大
一

之
、
ノ
グ

た
う
、
）

クト　ン

ハ
・
ト
ン
．
に

と．、．軋取‾．し‾て．み．i、会い緒に毛が虹ヰセいを

プランクトン電圧醇も1言えa t㍉アン三

ン（‰．7ノル仙謡盈ん訂茄・－．）であり、勧
（免髄云〆（．e窄み′〟。．掠り、報潮頼よ
戦域号J与りであさ　利ら酌簿上

71－　3旬1庁．†ニ：≡三㌧ンコ‥。下り亨

の・号▲1弦ネ2日号1－。′コ、考査謂箪ん

この毛tl・ノ：た、1ノ1納骨浩でけ号く、芸J－‾‘町　　　　　　　　　　ヽk一

大l：して、鳶んで、－

書
笥

ノ

、

　

の

毛　で里．
k
T
一啓 叫

み1
倉
リ

ー
負
「

・
官

リ
劃
り
強
卸
今
と
も

′ヽ

食
う
平
子
左
で
で
云
よ

∵
芸
上
欄
亨
が
C
い
～

して氷り薗瑞
417耳つqラ

かっアら賢
い
午
し
ノ
7
ノ

一・二トこ

さ
と
∴
巾
か

つ
　
†
∴
∵
．
し

持
J
t

、
一 ク
＊
着
け
わ
号
与

口
癖
り
思
ふ
状
チ

盲
「
J
す
す
」
－

ンで
li E亡

曇
菅

と　こ′の ニ〃

〆．1－でII′二

1

1

J

－

㍉

‥

泰
1
∵
ふ
ヾ

巧

か

・

3

7

線
L
見
目

て

乙

　

と

で

フ
萌
去
J
ん

F
寸
く
藷

l
。
の
食
．
に

羊‘り才あり．肯、カニー〔巧

′＝1がフKl†こき頚くい7J、り

こノ。．樽へ。－エHの　白．．・如熔）

丁 璃
㌦

叫
．
た

こ
l
 
t

ノ曾三空

．くJ∴′、・

∴

　

上

世

「

二

T

と

　

H

 

h

∵

号

筏

の

ぎ

号

即

が

わ

3

実

史

子

†

3
電
4

′
し
1

巳
J

六

一言子灯／阜2月－J tヨに嶺凛したrlム∴乙，二つ

J′「

M一‘八°　‾‾‘．’．‾、．一へ－／、一、一，‘一、qノ・ノ

ヰ譲ヽ
l

i

ノ

一、rパリ．一

／

一

l

L

雪・こ－～〉旬

亨巴有彿蝶

持補　い希え

不束には、り「詭圧∵寿持主「予て「が、＼…訂正し　て苫㍉ぎ奇1こうイ’

分布高と：∵「十ナガサキノアゲ号巨け汗帖有事とかさ与し　たが
こ・r‾堪、釘だ「不可（山町桓駄血「乙訂ぎ巧い号す、え、賎ニキ
ア
〔
－
1
－

ヂノ．い一打感、中軸訂束・九日事の．在示巨舛遥練ダ℃力に涙可
やドアゲ、包一丁、箪¶1－：七号己毒舌がもり．岬噂ドも奇野鶴▲て藷「ま

そこヰハ雪げ．青森にも一一針華儲輿輿とのことでマ当パーか
ら尊名－7．7ざ、11こ．昔、－も・乃がろく仲カ、んIl湖礪正重豆い㍉夜色

票票浩猥
の
＿　＿1ヽ

て映

享・ト・
l
j
号
j

ハ
リ
．
お

Tlヨ常用理五号あまり鑑わdl－t
ヲ

ァ

　

「

　

彗

－

弘
㌃
さ

ヱ
ト
守
り

「
、

、．ワサ

喜慌品し7鵠譜和壬j

∴今！舅

と　し

了
打

アこ打牟きます．考即i耳吾
くれ、ソすけ．タテ，－モドキ）

駁
㍑

守・・ご＿ご．

／C　も

とあて等斤し！《も

7k戸車ク）を覇
と㌻布缶芝中止

l°

l二7ご7－1¢



議
事

∴
も
翫

・

山

　

へ

い．、九
r髄

も

4
ち
・
㍗

り鼠も
も
少

篭
が
．
．
巧
息
取

溶
．
．
孟
宗

ヾ楓り・

鳴
麻
も

触
ふ
ヽ硝

〓

　

㍗

い

蹄
武
将

地
l
曳
笠

∴
ヽ
号
・
－

磁
し
∴
　
思
す

一
短

詰
園

崩
に

む
叫
昭
．

一
‘
「

丹
∵
乙

阜
坤

臥い．－べべ

り

　

「

散
り
　
も
ー

も
・
1
1

1
昔
風

苓

け

岳

諷

－

帽

も

憾
鴫
粧
く
・
亀
鍵

毛
や
．
．
ゎ
L
と
＝
ヽ

声
が
浩
瀾
軒
バ

l
笥
薗
と
が
か
．
．
粗
い
・
亀
率
や

㌢
わ
食
前
李
も
雨
・
に
待
ふ
ふ
す
ふ

結
儲
…
梅
…
舶
触

ば純
潜
も

l
T
篭

会
い
諷
代

＿

5
秒

恥
洩

日
．
蘭
も

愚息
讃観取

　

㍉

軸
受

．

皇

h

1

　

　

．

．
訝
　
∴

接
澗
甑

．
予
を
噛
紆

職
．
・
患
翠
等

甑
が

め恕．
けガ

㌣
梱

い
命
耶
営

む
が
璃

乳撮
・束ね
光と1

－1か

竃／lh

詮
－

丁

中
将
洩
地
温
激
戦
確
l

L
璃
」

〃＼

疇

℃
徹
り
も
骨
片
験
如
血

に
轍

末
か
拳
等

海
．
・
々
∴
£
應

盈
∵
手
葦
ふ
・

整
㌃
千
隻
芭

サ

丸

　

彗

ネ

ご
∴
早
守

∴
リ
∵
‥
γ
．

．lJ′ヽ▼㌧ン＋♪J
‾　J，　－　・

F卓　ノふ　メ

ヽ、／二Lも一

き葦芸　　と達・

‾ト、ト　　に　‾－‾，ヽヽ　‾乙

ち∴ィ、菅生競庁．－
∴・．将，せ去弁霊樗

ハ、、前　　額・
〕二軍｛廿㍉，離稗から稟与立て射′こ

．蛇．小

7こ

ら

驚
け
タ
等
ム
が
局
と

音頭司ノ杯I

う

、

戊

　

1

1

失
童
「

少

へばと一再

違令三怠権へ

㌻
苛
も

が貨ら亨孝、7軋れ11亀
H、h玉．

け攫華や．・増騒‘－ミ　い、一息‘く破鞠韓亀凧
あ3°

憬
1
湧
専

鼠
色
や
菅
と
れ
錦

寺
T
・
・
ギ
亡

．

一

、

濾
予
一
㌍
音
乍
芯

う

の

モ
苧
革
て
た
わ
等
庁

郎
党
河
し
か
だ
且

爪
．
幻
　
や
∵
∵
ち

言
号
嫁

∵

．

・

．

こ

て

′°．

1ヽ

布
一兆rざ‾ゎ

と‾寺だ・弟

子亀∴打と

ずちのも、

て竜0、草gの食塩
魯魚㌔示「結滞ナ

甘
十
才
セ

し
．

、
弓
、
㍗

．

・

、

、

た　ど言われ
亡日　毎堵コ

1レ

ぞトが、＿「亘充

ー
意
抵

∴

　

∵

・

！

㌻

∴

僻
め
し
い
レ
亨
フ

澤
℃
＝
言
サ
ハ
＝

誓
T
．
号
は
十
を

∵

　

　

・

　

l

　

・

　

、

亘
㌣
し
こ
　
∴
†

通
念
H
T
ヱ
二
㌧
ウ
、
て

．
ユ

ダ
！
っ

二
・

フ
」

車けご、く少命日こ・「lii－一宮醸．日．三や・ぬ・球＿於＿患

王用い・、人寸、
海　もこIl的

すゼづ与を牒桟∴
埴・下げも輸頓首や坤、む1㌔F

．
ラ
・
尊

登
の
な
云
∵
午
と

il
希
聞
耳
握
一
つ

筒
牽
＝
李
の
．
靖

藤
草
．
み

．ノ日露

与▼く′分

ゲ梯会

、

・

‥

　

　

・

・

み
ち
払
3

日
「
机

一
軍
等
わ
上l二11〕

敷雷誓基
「／帽株主二つ、

舷七乙
敗れ疫号三L

サJ恒．－。け‾音の・－ニぼ∴4う押与．．五軍・ミ！ふバツも彰一、ヤ竜　ふ曽篭、もこ
ずれ専㈱：′デJ7ヰ今すう嶺、ソ三一㌻・’・、ン　二日

＿…＿＿、‥‥H　∵／・・‥



拍車象　抱　も為　髄　犠

一小
声

〕

J

′
・
∵
ノ

潮獅

轡抱腎
掬脚諷輔鳩恥、 鮎

慄
融
梱
…
い

敗
れ
之
云

慰
．
路

頼
義
如
製

綿
納
…
梯

主

舞ら　しく

き監1
け夜道式汚乃

競
漂

亀軋鴎も埼紳自
由　如玲　鳴き

聡率謎警謳

■
藩も

、
l
T

llヽも

■ヽ一ヽ、・“一一・一、’・へへ・、、、＼・ヽヽヽ　｛、、へヽ、、‥‥、“

持埼腕　骨単鵡鴎一針単級曹
蝮か凍頼紺、、・も号環率愈

鯨ふ島酎鞠r壊

常．献濱
窪鴫野
噂

あ篭でもい日で音、

ー1薄紅再、

わ
が

与
　
＼
－

互

ふ・鏑曽鞠轡竜線濃
武榔喝渾熔索細悌功

し．圭一± C㌻ごニューー

結納滝軋冷感醸藩旛牒濾骨軽璃㍗悠長監督瑚
融離職、廃館や画報蹄球ザ軽や墜牒革ふ鉦机早㌢接
率・薗叫軒も嶋津牽吏巌、鴫竜あ敏速瑚軋命、r－封再自首車針車高
竜も塗埼‘軒感触壌守や喝藤あ亀、鋒聡重石こねてヱ軸や試筆の
髄．戦・ミ一軒竜、露、吐署

軒二；蜜、囁＿．謙一も預・甘 恥に坤も車、号か、‾．芝．も轟識音者了こ・ヽ　ヽヽ
＼

一一一一…一・一一・・一一‥イア十一・・一一・一一・一‥・－・l

で

も

亨

．

1

－

や

．

、

、

1

－

－

1

r

l

Y

了

．

．

1

－

フ
乙



礪ら
・言、主：：

号
　
L
寸

k
囁
よ

門
島
丁

場
は
呼

く
・
懸
積

應曳II、

ぎ
諏
ど

・
ま
い
　
号

項
よ
う

鴎
は
ダ

分
二
卵
も

吟
醸
ナ

～　ら永1Lり

っ・tも／持

紆農ぎ小
せ

く
↑
守
‥
‖

よ

二

号

．席や一三‘よりうrでく1

…て密ダテ＝4時璃
元．阜：ダニテ＝

敢聖竣笠と冬に尊洩骨管も了．も呵
つ．た　と　こ　ミ

春希ぷ恕1、無
e

に粗愚漣で丸いもむが亀鞋

髭
貼
嘲
摘

－
．
．
．
し

畢
ぬ
冷
汗
濾

／
、
投
と
ま

唖ふヽ
、

む●
も

竃、与息1鵬喝囁容積凄l嘉
車重末日華鴫㍉細線キト皐もメ

阜単疎確、里ザ輌撃・鞠　鴻ホゆ日通、

喜謀、芸漁嘉整燕
等、・、1一身ミ朝のソバーク菰l絹．子フけ3〇d

 
y
と
二
軍
）

諷

七つ甘1一組瀞永遠頭てこ・棉丸和

翻
且

等

頗

頂

ら
ニ
ッ
あ T

う
う
博
覧
も

1

　

　

．

、

　

　

I

、

　

r

 

I

 

l

一

ゴ1らしく噂りからうかうかとり．t・ごくり諺結ユニ

愚薫育寸：r・亡の且が：lヨ寸でけ孝・‾1－弓7‥あき．

㌫

L

 

L

で

ノ

一

曳
驚
曙
食
草

蔓
や
特
損
∵
l

由

空

冬

ド

仁

を

け

二

途
寺
号
涼
甘
お
乱

堕

ま

ハ

緑

J

て

血

の

テ

廿

は

放

ち

号
夕
頂
者
与
え

し

　

ヲ

虹
〓
／0

年
等
聴
音
濱

も
が
と
爪
d 寿宣、芝んしげ扇、ゐ

海碁薗逮夜ノ仁一1を

ニ／鼠∵かヾふ話で
こ
小
目
塔
と
由
象

3
㌦
．
苛
ヰ
磁
ミ
各

ど
う
偉
刀
、
．
t
コ
　
埼
イ

回

専
東
か

も
．
、
．
き

誌
譜
誓

j
サ
転
ち
ゲ
昔
．

瑠尊は
、
お
あ

がま
官、

tL．．．視ポーで
l‾l、一、とl寺

で耳敢畔二．華子か偲再雲潮濁津白頭巨再上目日日10日

恵
が
菰
ハ
、

巾
．
．
り
訳
簡
種

′
＿
－
〕
上
潮

再聴紺
．如才厨

侃
り
　
㍗
息

や
も
戦

1

ト

鵬

も

、

ラ

サ

苫

3

普逼

か

よ

等

し

さ

ス

一

夢、‥き。

チ”÷　二ごアブ

こて∴言i綿で巴、・凋・・信・‘惜沌ス観・rカ、再＿竜骨車台。

扁
霊
調
鵠

射
離
船
錆

苫－．イ
′
し

駕
も
ね
∵
お

．
魯
・
鶴
男
1
日

L
辛
　
と
・
）

窺
僚
ノ
守
札
鴇

棺
．
釣
、
ビ
∴
需
日

馬
璃
屋
敷
も

、
し
．
率
、
、
㍗
・
目

敏
い
、
で
鴇
け

譜
瞞
齢

′

頓
馬
廃
も
卒

針
呼
尽
卿
も

争
約

－1
も
．
葺
，

喝
れ

u
門
、
b

lぅ
J
盟

け
駄

惚
這
争

．
闇
・
席

ta
に

㌣
辛

・
・
．
1
！

．
・
再
思

争
え

け
・
ノ
ヽ
．

、
憎
碧
ア

切
／
寺

－
こ

・
む
粗h

T
－

、
ゝ
T
r
ル

ー
4
．
丈
r
l
・
・

小
二
や
．

温
て
信

に
け
り
も

増
か
笥

早
急

ウ
h
盈
可

個ヽ
下
．
等

贈
．
‖
イ
寺

絹
∵
嶺
で

㍉
手
頃
l
げ

．
ダ
・
伊
T
一
j
．

日
．
1
因
り
句

し
・
門
．
1
鼠

ら
乙
卸

悪
名
r
、
は

凰
′
朽
ち
㍉

）
元
旦

旦
－
ド
4
・
鼠

小
菅

で

奪
え
破
き

皇帝虜
や叉．ギ
‾ミt J．

噂
3

「
ノウ

ア

肇
博
諷

彗
ぼ
ゼ
わ
声
年
の

に

盾
や
転
甘

拙
守
輿

ウイ三台・・やや
－▼・h・叫．－1．笥

1迂’1一門・：奴、

けりの．4、

了ロヒ　し

J
パ
イ
、
ゾ
　
H
ヾ

子
馬
T
“
革
ラ
周

・ニ！・：：：

お
．

ん
壊
す
マ
年
足

着京何棟溜吾桑一二射－
、
ン
ハ
！
へ

・希乃やけ召
‾r’．‾一　　・一ニー．・

・乃章‘ン且ド

た

リ元卸篭＿－1じれ（成一野師欄旛封締甘幽頼掛㍗－

誓
r
来三境

目に三

叶

で

　

　

よ

で
ハ
l
間

ワ
テ
下

ア
ダ
′
点
り

け

リ

j

多
は
、
㌔
コe

け
笛
†
汀．

、

ヽ



∴｛lJIfl材料束∴云こ＿　／，1・∵∴「了′て　　　∴で－」
、ヱけヤ′Lトリイーバ．う、ユリ　呈骨了と言．タ・乃

′ミ1、

三毒手、・。

ヱ・布の
て　かん

へ†
てう

3
・
」
ノ
み

7．．羅

一丁．トト拓1蒔
け僅∠　見られ

何度（う・け→し

ちタ、東町は

て
眉
と

L

 

C

　

つ

p

l
耳
へ
入

琴
圧
が

侍

W

 

n

一

　

l

即
寸

に

事

は顔　が抹下士

3子守，こ111・1の1

い
1
薇
亙
r

ごトJ‥、・＆．・・

ハ
　
人
中
画
ハ

、
、
良
し
，
J
 
L
r

、
八
、
．
・
ふ
′
、

、

た

　

こ

君
臓

、
7
L
 
L
r

，・下■・

宮が軋7こ　こ

苛IJニ／童

，
羊
　
I

h
†
今
－

、
1
．
7し

つ
・
J
J

′

7

け

＼

　

　

　

ヽ

／

　

　

・

．

．

テ
ヒ

ヤ

／

　

マ

ノ

7

　

　

　

ヽ

が晒え
上空l：

・「「

弓
潮
サ
ー
て
有
言

も
l
ヨ
U
　
と
．
「
「
み

・
1
1
＝
卑
い
て

帝
乙
ハ
・
吋
．
t

H
，
h
I
 
L
C
沌
　
〓

膏
や
牛
革
1

7

－

「

∵

／

＝

1

日

し
・
膏
工
確
と

壷
∴
＋
け
そ
1

句
ご
皆
勤
に

H
l
ヰ
令
！
止

培
い
∴
十
け
軌

“

一

山

っ

l

√

．

1

　

－

カ、

㌣
貫
「
㍗
弧

J　紘

l杭F

乙
♪
矛
や

＜
・
′
庫
－
う

施
主
－
聖

口
、
れ
モ
と

l

　

で

：

れ

　

3

地

軸

7

3

が

山
野
悼
．
り
　
）

小
－
－ペ

！
、
1
、
け

3

0

十

　

人

　

C

L
I
葦
ウ
ノ

と

り

　

て

・

ウ

キ
風
上
た

分
ふ
用
　
れ
l

H
均
す
押

谷山で再に一月11いtけ重い－う増．晋環汀、；幸恵し
め稀にけ宗．t rが、、、う　1もれ　いう1かった．どう　㌧

八
キ
層
と
．
！
・
h

丁

　

！

1

1

－

1

　

7

サ

君
軋

嘲
欄

肴
こ
′
7
付
帯
、
・
1
計
で
．
†
今

管
・
れ
シ
〓
宮
こ
豊
潤
ら
う
も

で
∴
～
ド
有
お
札
竺
下
真
頂

上
ら
こ
4
こ
h
∵
∵
綾
爪
二
八
年

妹

号

ヒ

　

ど

与

ヤ

仰

山

オ

いうIl、14、

えっlL1．ユ

タ7こ～　′ニーが

り圭二三：乙与、’

こl・hlり吋
1巨ミス十．と

1、、ういのかネ叫で’ぁ招針1こら・I3ゲ‡・・lれ号も，、ユ千ですいい債

日毎断わり・し、さ－Jlも、18ヽ
l
・
上
し

て
．
こ

重
C

．
り
と

と
り
千

く
エ

え
′
れ

ふ

▼

　

u

I

で
落
丁

島
環

ヵ蛸pで0．面河見ヵ？、軋撃つ小7ご打7．．不言・ク増

がかリマ鳩うい：tや

と　うl㌧享√日もア言募だ

那1芋の鴫J－こJj
タス今．十つ、ラ

二十　ヨウ

つ
i
え
ヂ

甘
7

ト
ム
　
q

キ
ー
／
甲

I
h
′
れ
　
芥
■
プ

′
ら
卑

和、一

手記新モ
ザーt

n今

ヨで人イ
み．止Tこ干

′∴h高「

市丸もィ

、

l七モ埼
：ニーモ…

㌶㌶嘲
。ゴア山喜

ヒイ「連
子t．口眉

キスァゲ這

ト．ュっス丁・

－1デ、？錘

、）う0

7馬橋甘ネ

瑞
と
・
み
丁
も
・
ワ
ン

l
京

が
．

フ
〆

て

lり日ごろ・リノ＼＼∴

雪　目す宮嶋l‘了増

貪
J

£

つ
′

4

命

高弟I可（．Cき
り，ナ　スゲ、I7

、㌧や重1－．1二

い　う　こ　とが

ド
・
〓
∵
と

t

。

ら

1

。

一

。
モ

へ
．
｛
∴
．

凪

へ

　

3

　

九

訂

ス

ー

棟

，

　

あ

　

け

［

∵

に

ご

0　ヒ　写7

L
が
、
ワ
・
r
　
日
、
ハ
　
に
で
ニ

ラ
存
寺
ヲ
事
七
も
平
亨
七

ヨ
令
き
ヰ
令
せ
き
（
．
男
子
ハ

ヨウ号．ユ

ス中へウ
（ふう奇1、、ふJ）

（で抑）1稀

禰
ヨ

り
l
I
2
㍉
－
イ
甥
3

ユ
ニ
　
顎
、
／

っ
を
革
で

l
－
瑞
、
き
っ

ー

　

し

け

　

l

チ

＼t一

ヒ
“
キ

つ
げ
ノ
丁
に
で
l
　
ヰ

あ
ご

革で
〉　三人

食感
尊T・ら

）Tり　ノ、

ノ今1司に

た

け

こ

牟

イ

テ

ニ

ラ

禾lコま
1、人下フ1

乙
が
て
う
7
、
ホ

・
？
、
r
 
I
．
・
こ

て

5

7

、

・

－

ギ

・
り

れ

l
守
り

は

l

　

ヨ

モ
す

へ

」

7

テ
、
一

ニ
ノ

J　〔　て

と
！ヨ

リニ盲

才7、う

ク
′
ぁ
べ
4
、
千

P
t
で
▲
官
署
二

ざへこ、7月咄・I）
Ll＿再心、赦t

ド
て

溝
か

・カ・、人

－
ヽ
、
ノ

叔1・t13　訴

－・‥‥・……目し・

サ
リ
ク
一
丁

〇

　

　

つ

　

　

b

サ
信
埠
九
も
巾
－
．
句
わ

こ
†
－
丁
寧
・
C
．
・
り
鶉
．
い

j　らJlク



「

．．細．

要の

ちう

鎧lT
級綿

なってり3．，鼠 h
U

．
っ
．
A
T
こ
l
L
V
電

Y
こ
、
耳
ド
接

で
騒
∵
け
さ
よ

で
∵
動
線
、
、
℃

詣
欝
軸

り
千
．
た
に
ら

号
了
と
鴇
で
と

H
蜜
′
3
悪
評
ヰ
鼠

抜
す
課
す
吉
で

、
持
ち
暮
し
に
戦

て
も
て
音
な
め

し
ギ
∵
為
－

ミ
ネ

青
つ
て
蚤
削
り
付

き
今
に
も
n
l

む
フ
蔓
、
官
房
が

l
こ
ら
も
き
．
囁
前

号
も
が
烹
耳
ん

覇
が
二
」
と
ま
妄

スずゴが永経線

鞠礼譲細川庖血晶鰯抽机母h譲鞠

廿

日

　

け

入

南

京

豆
し
和
げ
不
）

蒔
こ
閉
り
守
1
J

和
す
鼠
が
耳
の

芝
に
で
専
守
邑

串
時
報
く
。
茶

遥
遠
で
‡

こ
㌧
揮
∵
つ
が
・
｝

′
汎
た

t一
つ呼の

鴫でつげ

き閉門‾亀も
綿I＝1も

げ添．JI
あ 諺、鵡

3．こ．重箱lT11ro∴臥町－こ碩「′ご「叫で
為朝・璃集と、巧とIl、毒す云12肯Il　青　t

ドわー、l・－、檻
マっ千観の、－

た
譜
、
3

二
号
音
曲
骨
で

l
が
け
ー
咄

ぎ
ー
ネ
帽
∴
∵
T
T
ハ

レr：

仇考に一一号㌃唱t、考小．足．り寄せ

と　こ．デにけ一正も、－専〃1÷仁一一つ

脚赦し遷した、等鴨川
観も

て
∫
七
1
す
げ
真
介

し
ー
き
　
■
号
ヽ
ヽ
　
勺
∵
叫
．
っ
　
バ
リ

とI重し・と　こ　－どあ3棉べ’
①　カブ∵デン

屈腸地場ん仏やどれ頑′〆銅調β∫学か

受周東に・孝放鳥
ので塑寺Il雲上
いペ繹卒IこT；
■一婦であ‾3、背け

ヽ
ヽ
′

V
も

3

…廟潮

こ
と
早

でやけ　復息咤
⑳　ア耳り7∵デン

軒
入
如
来
且
憲
二
で
学
風

温
せ
甘
．
小
と
牒
㍗
針
人
材

≠
脅
意
義
領
空
；

て

　

い

．

1

　

ハ

‥

　

轟

　

4

ゴ

ヽ

ナ

↓
げ
首
領
烏
ネ
た
が
も

・「監
41責1、

lミlT

電
紺
い
嘗
1
日
弓

す
う
・
月
が
㍗

む
号
憶
も

蛸
…
舶
爛

れ
将
星
－
ゝ

尊
　
に
．
淘
慮

．
イ
い
が
あ

激
高
ノ
㌔
で

璃
壌
1
㌢
、

制
忠
生
、
・

夜
1
．
て
’

け
い
．
く
一
グ

私
号
た
う

ポ
才
か
丈

だ
・
1
が
人

彪あ脇の，極彿脇∴湖南弛れ／5少
．
融
汚

さ
，
の

卦
線
、、．和け
カアブ

方

つ

　

〓

　

冨

∵

ヒ

ア
血
示
と

り
ポ
キ
ン

◎・ク口々ナ

の
ー
為
キ
す

3
農
＝

L
ぐ
ー
句
▼
．

屯
．
平
ら

り
㌣
如

♪
や
し
と
・
つ
謬

テ
匪
ト
¢
ふ

い
け
け
“
l

b
窄
協
セ

ガ
涛
也
こ

ア
ー
ブ
で
の

乱
席
の
・
と

れ
∴
れ
‰
ハ
日

で
㌣
博
多

ユ
が
・
T
l

こ

ず
乳
敦
盛

ナ
号
醸
聴

力
も
二
期
に

、
－

初の客か彿ああ勿力融ソあ
名一つ濃であら武、才く息多子7．妄し・：
ノ塔が軌食．ド八号立　アナ三岳

醸
上

欄
親

希
品

ノ禦融
のり宅

考ダウ＿・＿り

も守もフ。＿．之、、．右こ、書・り

中敷一一i・．射幸・1。神風

ね．窄－り官－くこ身＿ゲ

叶
か

ー
慮
．
し
’

㊨∴・蔓ドり隼ナ乙もグり

こ．－き

上
．
ト
‥
ふ

け
碑
が

割
で
：
i

と
一
県
々

号　ヽ、．

腫
思

ぎ青く．りT

∠五言み・ヂ㌫∴ヰ・ここ！・l㌔⊥∵・・



輸場末長盛礫′・第〆た・離壷‾かさl一人‾ラ∴が’．・うの
tぜ守も＼l甘よ．で爺1吋は白斑モ鷺と　長と

食

　

顎糸、亀－ね載牟串針．♂二錦邑オぎ、「ざらと祓聞増や
わ、

鞄面と借り　ヱ永の′夜再皆
と犯．日1耳で　う　こ　と　も．

．
口
∴
r
ご

．
ゲ

と‘ニ　31へで

す束にう　ヨ　ヒ
の
で

舟
壌

l
こ
壊
誉
礁

二
浪
射
れ

こ、九つがネモ怪力的血

埠．いのり＼不可で右伯叔数

り
武
う
舶
載

う
た
糾
．
書
に

専
管
l
窓
雷
昔
簑
芸
料

よ
に
く
塚
り
布
号
寺
撃
ガ
ロ

牒
廿
が
．
．
に
否
々
き
苧
癖
1
和

す
う
つ
殖
L
布
で
n
漫
才
j

こ
佃
懸
凪
ぎ
、
つ

聖
‥
融

芭
頂
確

軍
曹
、
詔

恵
l
　
あ

っ
：
、

酌鮎

ふ

　

い

ヽ

、

一

す
体
壌
い
蠣

粕
が
恩
▼
宮

に
　
れ
ー
三
蘇

密
－
旨
味

骨
小
食
も
等
も
Ⅴ
甘
主
計
恥
を
．
嗜
豊

悪
が
、
葛
篭
晦
鴇
疎
や
り
．
重
み
梅
軒

牒
お
酌
車
齢
㌣
意
五
線
－
転
軒
．
旦
謝
畢

、
ヽ
亀
、
、

時
∴
竜
替

至芸．誉∵圭
マ銅欄戊
色・嶺に母員苦りこうく

未
見
濱
哀

1
．
二
　
n
H
．
片

l、頑
ざ
丈
だ

ヽ

デ、屯ミ車このザ月芭出
でり’ま　ようで耳卓二

主か且砧－1サド音
竜沸すで“、・瑚希

前線豹扮1ミ　ニ＝‥1
1日　わを．二群フた、菅

号
誌
．
つ
　
や

鴇
鹿
ヂ
蓋
鴇
「
隠
し
∴
∵
宅

亘
恵
二
限
府
上
背
且
こ
喀
陸

ぷ擾誓霊警誇‡雪、告㌶
互　与　力　′7ミ“

ヲ苫末イ㌣謡

が行南ね・1－

、

く

　

一

勅
の
子
女
l
、
フ

宣
嶺
重
り
↓

「
∵
．
・
・
㍉
・
．

ザ
年
債
玖
y

に‾　き4せ
働
錦

・
二
ト
ト
ぜ
・

い
．
∴
・
、
ヾ

、、、鴇叫，・

沫
い
鴫

呵蜂谷　虹3．

、
武
略
．
け
轟
が
融
が
屯
や
議
軽
骨

軌
み
い
噂
の
語
ぜ
・
も
や
は
官
句
が
・
事
覿

ヽ

儀
譲
牒
軋
牒
軸
観
た
午
も
鞘
㍗

…
描
諸
宗
錆
か

諸
賢
報
誓
晒
航

慢
壌
管
か
締
嘩
占
に
．
皇
＝

湘
渾
甲
I

～
礼
諺
事
庫
C
．
し

畿
将
ぞ
臓
匝
き
円
高
巾
．

ド
穐、肇凋ヰ声耳頼

蔓り－√う　う′余ザ

、平・宅ン何人イをの｛

よって．／今亨で
・
′
∴
∴
1
∴
－
・

叫
洲
今
守

㍍
葦
控
針
拍

う

Z．h磯愕移ん
1二，勧縛り．・う
で雪　盲．‘

十
㍉
㍉
・
、
、
7

ハ

　

ハ

L

l

 

q7＼

竜

．
、
朋
　
㍉
分乙、‥‾孝数の人々と

ニ博史食†こか1－2三声乃

重

頂

け

甘

湧

く

亀

尊

宅

も

溝

も

勘

も

軌

も

亀

馳
㌶
錯
織
豊
昔
課
熟
語

将
“
ふ
ご
空
け
持
す
血
∵
ァ
粗
密
彿
言
∵
半
官
鼻
も

曹豊等監畏
恥・ん－で：あ．轟、
ヰがもち．・、→．．が：

丸もいちすり

ノ敏と

踊
ゲ
ふ
㍉
r
C
も
．
希
、
り

・、1円

吼IJ漕

／
一

え
′
、

令
凧

h
K
上
山
甘

り
T
L
T
 
n
・
、
一
．
、

繹
第
時

該‾㈲′－、應蚤竺濱与潮干示度7い丁・
璃濱紀．毎．ゎ祀4丁穿壌／土面イ行的二恒

悪者書評池笠寺高してi、さ1－
で111、で．い



希嘲輯丸へ叫・．・・

の礪承集蔓．〃t
37∴乙も．’ざる

t　の相銀会

Iiい二凰3－と

、

ワ

　

ォ

ご

7

ヨ
盲
ム

与
・
乙
d
け

て／

て
♂
「
ぴ

コ

・が今・こ

雪
鳴
け
舟
・

輯
心
予

で

　

の

ら

∴

笠

ご
・
う

：
れ
い
・

行

　

と

す
＿

つ
L

ヽ与．
ヽン

ケ
．
け

ゲ・押
心
事
予

・
り
し
　
斗

’
－
、
つ
，
l

、・甘・・ィ

．
差
と
重

lノ

野で
ヽ　た

〔圃心
「
r
－

．4～
3日ゆ

｝

一

T

T

た

、

′

　

＝

4．l

l－　ヒ

イ
ぁ
ゲ
急
．
1

1
．
号
南
下

し
‥
㍉
り
髄

3
、
，
‘
・
▲
「
・
′

乙

J

′

d

lh葛i餌各　項官．勿1－1でn；！・rIこ

l
‥
埠
千
が
－

け
た
け
▼
＝
．

七

号

が

こ

不
ム
二
了
で

ハ

3

両

′

甘

’
「
■
は＝曙も

7・∴う

催I亨霜八て●一つこ．何範こ
ノ
芭
ら
汐

げ、rJど　了

／こ．雪う

〃ゴ‾1々

ロ
▲
こ
て
で
．
つ
て

斗
－
で
、
与
〝
名

且
領
空
二
万
泉
下

l

　

フ

　

／

手
が
．
乙

t
省
車

っ

　

に

．

フ

す2
12　2

す
り
　
r
・
含
2

く
前
景
懐
き

し1く　＿弓．∫日lこlコ．・－

、
－

た

亨

と

告

モ

．．．三

丁で．！、′▲舌モ禰あた

と・リ戸車－こ小でカ、1
ク
’
岨
▼
く
ト

キ
善
巧
を

ノJ　ド

t
‘
た
　
円
・
り

乙
．
・
－
㌧
任

耳
：
《
、
り
無

l
予
で
“
菅
平

亀
－

ぬ
諒
ヒ

三
号
．
聖
す
ら

骨
k
J
日
記
子

の
関
が
八
．
土

諾
．
．
し
▼
．
■

．
：
　
つ

い・庁、

ト
伊
フ
∂

リ女が「・t
もヵ．と比べー

ij、・TC巧

写

り

塩

見

ハ

立

∵

1

り

且
窄
荷
菅
密
生
∫

ー
わ
亘
っ
手
持
P
r
ケ
i？与　と藤んt‘．

i4　日頚が．頗ハ春暫ド
でス．＿ヂグ●フ三＿・了やヨ

希薄で螺｛・．Ht－がイボ㌣ガ㌧夕

d
7
・
ヒ

増

　

な

．
セ
グ

ザ
7
．

号
ッ．

丁嵩で
ヰ

席で雪上モ：：エLZ力
石弓l・いれや匪lTくp

璃
ハ
が
ハ
リ
ー

♪
衆
も
っ

が
k
て

た

耳

r：

つ

ミ41：

テ
ヘ

ア

‥

リ

　

た

刀
彰
頑
入

In脊生れ、ソマキ＿ヰコ．＿わ

l廿だした、焉・、各．寺
かけ青く‾　鳴り麗靖。ノ今くイPのメ与に車射短

；．ば鍔＝ニ11メ享が範が打鳩ネヂ｛苛には7、才バ∴P
k～㌻伯に　コ．．’．．：一食．．－な．’＿ふ仁7＿三い．．オンナ　舛－めり、…　ンの

一五のせ甥と17

IこLlTさり轟

て

　

つ

　

〕

ユ

ー

｛

n

＝
・
ふ

■
タ
の
す

あ
也
．
ヽ
．

バ
答
・
た

ど
だ
．
あ

↓

、

1

か

宝

7こ．7

宙も

相
撃
ち
＝
二
了

ハ

雪
・
つ

ハ
閂
感
・
り
血
T
す
、
ユ

ー
と
撮
「
．
1
人
貨

7

亨
－

蝶
、

し、．1ワ

け
t
か
よ
「
ュ
ニ
㍉
＝
、

ド
い
て
鳴
竹
・
モ

扇

∵

き

－
－
ノ

－
丁
ミ
つ
セ
祇

）丘

∠＼

～ウ
か？7ご

一サIl tl

まJ
lニ

毘
咤
‘
癖
も

l
l
ヨ
「
′
ゲ
叶
r
薔
r
享
．
が
町
こ

7

鴫

叩

け

の

竃

と

封

l

点

て

で

坑

ド

は

え

・

ず

り

F

．

1

　

　

　

一

　

▼

　

ヽ



お蔭：弓ノ療濱

〆．、

「予‥こ
イこ．　身

▼プ

／

克西濃範守年完・鳥

1a且　で尾清ま．

〟，・1放り口きて

・、u

可
／
1

1

．

　

　

　

ノ

リ
サ

く

．
T
．
ヽ
．
・
．

、
∵
言

ノ
　
入
・
・
・

ぺ
、
．
r

l
コ
矛
〕

たhj両君　－つ
け　誉て　い　ら　d、う

′l、′た、〃㌦『育ちへ

「
魔
境
が
ほ

．
た
ら
　
？
う
ど

∵

∴

　

∴

一

．

．

＼

、

∵

㌻
㌻
盲
語
嘉
、
つ

・．上〔も．　　．

三　ラ　グ　で

が－’＝

ら
思

′
・
民

希
草
当
∴
J
 
J
不

－

′

▼

．

7

4

－

－

■

フ

　

仁

　

一

ゾ
埠
膏

寺・寺．拉二舟
からす　t二
で　つlTり

乞
塩
語
に
＝

亨フ
♂

大
ネ
カ
且
㍉

豆でこ　つ　′ぇ

二J雁もカ
ニ　ハlコ11

キ7
．
㌻
首
．
・
二

三
予
託
ち

／
　
っ
可
′
　
守
．
丹

宇
二
奮
う
′
璃
C

ツい

ヽr＿

J

吉
恵
T
．
葉
庫
ろ
．
ぶ

新
そ
り
そ
一
缶熟思
二・・二二

フ
d
．
芝
で
は

迄
昔
了

′
・
了
∴
∴
、
－
こ
二
、

暮

が
変
事
、
？
り
ナ
．
．
七
草
や

て
〓
ハ

「
芝
か
草
土
倉
′
白
∵
フ
二
下

ド
イ
、
け
大

′
「
・
p
け

つ

＝

1

た
蝶
1
ブ
ヨ
でヽ

′

，

ヽ

－

ハ

、
い
．
え
．
・
ン
j
二
ヨ
▼
バ
イ
　
7
一

っ
す
ノ
リ
ノ
、
修
声
街
を
屠
は
い
ス
ト
・
に

束
？
飛
夕
改
煙
「
か
く
ト
？
ワ
更

．

こ
．

意・
J
 
r
・
キ
〃
ノ
l
え
ン
接
や
？
登
ク
・
フ
∵
と

と
夫
∵
　
誓
誓
　
蜂
い
こ
†
と
け
？
「、タ　と、）j

lIう、リ一軒

も
ー
∋
㌣
1
4
ヱ
」
テ
タ

つ・
ク

7
J

幣
一
L
且
一
h
　
㌣
つ 1

．
－
－

誉
「
．

Y
．
1
－
H
t

ヽ
1

、
1

．
＿
′
才
ト

∫
．
㌻
去

こ
〕
′

．
．
コ
、
．
．

∴
ヤ
？

、
J
．

フ
J

署へ、

†
止

ノヽ　ノラ　ハ乎

J
∵

山

・

・

q

J

・

′

、

三
　
・
・

．
甘二壷莞l・1T字

殉鳩†且的竹の！三‾王吾‾宜・音　中）
．苫丁車名でふっrこ‘

＝
寺
ナ
ぐ
　
4
．
に
　
の
∴
具
云
々
烏
山
の
　
〔

／

フ
ォ

か
腎
ら

十
で
す
吾
右
台
′
貨
信
、

く

く

7

耳

ノ

カ
小
品

フ
わ
∴
竹
か

奇
靖
3
∵
－

が
＜
1
キ
く

た
　
が
．
に
　
つ

」
ゝ
・
・

九
二

才
L

、
イ
t
　
や

、
．
．
一
　
耳

l

　

　

　

、

ヽ

　

八

．

ノ

r

1

1
㍉
可

．
ユ
、

い
、
ア

ナ
ふ

け
漣

へ

、

比

だ
∴
よ

そ
1
t

い．

て

　

r

　

い

　

「

、あ　りし

た

、
、
し
「

「
ノ
′
止
！

T軋、采

′入

免中

筈4ヾ尽
日　と・・

二、Tl、

・
八

森r
、

一
ワ㍗

カ

、
ノ

丸
や

んnイ

し　1

－1、、㌦

∠

　

ら

－
－
J
．
∵
て
近

く
∴
口
許
、

ー
ム
サ
ー
漂
え
∵
岬
待
∵
し
血

．
醸
彷
し
青
苗
は
っ
…
り

』
針
結
線
蜂
．
．
小
1
．
か
斬

q
鴫
密
．

瓦
l
た
。
汁
フ
t
J
㌘
上
が
り

十
両
が
元
芸
姉
た
恩

ぼ蜂
畔

患
－

細
面

万
上
討

．
こ
．
ハ
P

r
L

十
「

・・ァ・敏．碗碑三年㌢

ラ

れ

皇

㌢

ゾ
た
、
の
あ

カ
∴
ほ
∴
ど
∴
が

、
－
二
甘
　
′
／
・
。

ア
三
．
㍉
弟
．

！与ノ’ン・－Jキ
ー・　　　　h、一一ト一・一・ヤーー▼－ヽサ1、hl1－・叫－．．．＿＿．＿－．＿　ご′

1、・一・′′

イ
ー
ー
た

．
▲
ヽ
・
サ
．
1
・．

鵠
禁

じ

〃
′
．
の
甲
ぎ

タ
た
ザ
叩



誉
㌍
封
蛮
詑
鵠
競
漕
曾
高
言
車
1号
　

．

T

よ

濁
‥
慎
二
T
 
h

†
セ
∴
わ

．
．
？
⊥
∵
ナ

ビ
∵
将
ヱ

い
い
、
し
げ

笥3、こJt
らJL3一首　り

づン」㌢叶で

ラ　豊、tつ、J「il

市
最
か
∴
こ
こ
い
監
圭
も
㍉
、
∵
ぺ
ご
革
．
1
、

い
　
ヒ
せ
き
む
う
短
見
言
上
軒
　
破
．
．
盲
丸
と
管
針
之
〆
．
「
㌣
、
J
隼

三
豊
ふ
元
韓
や
官
㌃
芯
・
㌃
養
㌻
遠
言
土
工

ち
今
ビ
で
七
号
鮎
京
王
け
言
言
㌔
－
3
㌢
九
む
．
亨
論

竜
傷
リ
㌣
と
ト
貢
鞍
馬
隻
等
言
八
草
t
の
潮
ゝ
∵
ん

′

、

、

．

．

モ
モ
牟
与
を
冬
十
年
翫
軒
で
軒
息
ゞ
藻
ぷ

一
∵
う°

H
一
ヤ

㌦
・
1
か

、
甘
∴
1

T

、

的

、

・

、

㍉

一

J

　

1

　

1

．

“

・

∵

J

n
二
号

．

　

　

ノ

ノ

k

　

′

　

し 亀

　

「

いふ
、
ノ
ニ
l
り
吾
l
㍉
．
j
i
・
五
・
才
矛
T
 
T
二
㌣
与

千
千
こ
．
針
子
を
ヱ
㌢
禁
憲
∴
∵
キ

．
ヽ
・
へ
．

．
・
パ
　
カ

7
、
－
1
　
7
、

・
ヌ
　
り
・
。

？

㌧

　

㌦

∵

声

′・㌦

ハ

′

、

、

、、音上

り

一

く

萄森厳藻千五し撞森泉十を、享や定家幸
一一転各節∴；・二・‥、′奮．子：－～‘一恵の′一一五ガでヱ＿語

尽せ鴨．〆何に脊ふ㌔カ、つ．rここ、恒丁
年劃向く心し‾i、ことた＿了哀ドトキ

ニ‘二‾れI了ハド／それduT．何を、・＝‥高い

彦
ビ
空
．
そ
竜
等
ド
∴
上
空
午
長
け
．
畢
や
薫
丁
、
I
　
で
予
量

ヽ
．

り
∴
！
「
‡
　
∵
芝
ご
登
ら
れ
∵
∵
立
で
五
∴
し
訂
十
二
㌢
ユ
ふ
訂

、
ノ

1、

∵
し

ヾ

　

　

　

、

′

r

．

リ

．

．

T

・
！
ト
ラ

こ
一
－
．
沃
ソ
の

．

巾

．

1

．

1

．

∵

L

　

「

ト

ル

　

声

　

！
で

　

二

ト

に

t
 
J
七
㌧
一
、
こ
、
）

．

‘

　

′

　

J

L

 

l

　

▼

I

J

・
芯
．
・

、
：
㍉
．
∵

譜
そ
〓
∠
星

、

1

ソ

　

へ

．
　
ダ
．
工
、
若
し

ヽ重

？．．1ー

」

バ

ー

さ
締
・
㌦
璃

サ
予
・

「
「

、tL

．

　

ノ

．

　

ヽ

ヽ

′

　

　

　

－

－

隼
・
‥

“

・

7

・

・

．つ・く

芝・わ

lこ彗イ

」
し
．
幸
二

く
㌢
官
、
け
魯

り
た
ぎ
　
は

そ
エ
く
珊

諸
法

り適
す「

ヽ

　

　

ヽ

ナ
、

．
．
一

錘
か
．
ぎ
香
車
？
l

ノ
壇
、
H
l
整
い
乙
ノ
二
三
が
∵

㍉
ご
指
∴
に
ら
＼
）
ぜ
こ
き
も
れ
∵
重
▼
こ
長

者
に
“
王
事
が
ビ
巌
年
：
圭
ゑ
尊
命
と

つ

、

一

郭

た
環
こ
羊
坪

、
、
．
t

T
宍
レ
．
羊
・
丁
．

や
せ
プ
ト乞

単
音
毒
し
真
人
で
す
：
八
の
粛

l

こ

′

d

ご＿．こ「＝　け・

一諸子完

の

賭
年
草
が
申
7
．
J
′
誓
産
で
明
年
璃
ふ

嶋

　

「

よ

　

こ

、

L

ノ

L

ザ
す．二

．
．
く
、軋

1
7
一
十
㌻
㍗
言

て、l

つ線

く
∴
・
毎
十
．
．
、

っ
受
l
「
外

に
六
、
、
J
 
I

上
け
：
坑
十

て　れ舷舘
柿で．乙い

一丁　－：・

－、
エ
け
鼠
せ
虔
ビ
量
り
苛
性
十
二
7
こ
ー
く

片
す
頂
に
‥
で
ド
親

ふ
ふ
ふ
下
声
が
・
－
と

㌶
＝
禦
精
緻

の
．
布
と
弔

、
ワ
守
刊
雇

口

つ

確

の

、
と
よ
か
、
－

り

　

方

l
L
で

lご

々
か

芯
可
で
や
む
7
第
・
～
驚
き
に
と
れ
㌻
あ
i
だ
÷

三一日やマ三上オ丁．「ワ三ダして

り‾こ′と、噴射待cP豆，十象．封再）
∵

　

　

1

　

．

し

あさ・とこうZつ－う上り’′イ0－
打．軸足　寺、ナバグげろ、リ　で、あ
で三㌢の－呵Ir－．二く．－′もレこ‾1こ・「年

「ク、
Uノ

「
T
L．

J

苛
」
平
泉

1－〕T
、
日
　
ソ
こ

圭
一
粍

フ一

号

Iこ

フこ、
、

′

・

　

、

・

．

8

　

－

予
て

二

こ

し

了す、誉∴Lす、しこ
｛とど人だ、ん｝巨二

l存ぺ†
1

r
l
リ

止
止

′
し

リ
．

1

．

一

、

4

ノ

、

・

、

ぺノ∴矛吾らや

べ‘ノ・－r Uノ抜ド

へ捗

／
．
ハ
ノ

「
m
り

∵
J

「巨頭に
こノバ芝で・・高

フ
ノ
フ
グ
コ

tt
イ
∴
¶

1
r
聖
二

1
－
・
．
し

へ
l
き
1

1
．
－
－

7
7、

‘
Cうイ

ノ

子で

ノ‘一　つ

・
「

－
つ
一

∴
一
小
・
・

て
J

，
、

1

－

．

－

′
ク
l
一
．とフ

甘

L

J

音譜
フ
下
せ
J
．
“
．

ぐ
甘
厨
子
／
と

l

ヽ

　

7

－

恥
1

ー
♭
本
革
†
ぁ



浦
和
垣
塞
肋
．
紅
潮
豆
へ
率
牒
ビ
讐
放
畢
品
薄

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

　

　

　

　

　

　

．

一

l
ポ
げ
華
厳
も
瞥
了

七
㌦
見
当
ろ
孝
へ

予
で
∴
お
醐
∴
∵
手
軽

。
椒
惰
　
7
番
ゑ

Hコ．懸
£
r
諺

コ

　

㌦

耳　目t

lつ　2．3

l
と
　
り
．
宍

L
烏
鷺
啓

息．考上‾赤、ら－い㌦

りけ　Ul錆，たず芝

1計られ3，管7て

γ
と

ノ
、

．「・五㌧・・．・トl：へ、

ヒ
了

フ
ノ
！
－

1
∴

：
．
自

㍉
∴
二
∴
．
言
∵
∵
㍉
・
∴

。

　

．

　

・

・

・一

ケ
∴
∵
芸
γ
七
十
五
二
不
霊
誓
還
㌘

あ
り
2
膏
ハ
・
ヱ
曇
り
バ

ク

「
、
小

3釣が亡1－サ7ご恒も一再亀で牽紳餌1

不ど、うt，マこ　し雪
土
J受

冤
1
年
ビ
駕
1
孝
と
下
げ
を
布

と　‾彗　アこノダ．鵬

たづ、由rこ　ら

やり穏和拍 の

・：リ．∴・1、l：tい一　年

ノ
・
ノ
、

．
∵
い
・
軸
・
∵
、
．
．
、
．
買
、

た
が
が
蓋
も
隼
．
お
．
ず
、
し

い

㌘

写

れ

淳

抽

斗

曾

7

急

′
‥
・
∴
∵
了
「
㌧
．
．
し
．
し

り
ち
と
．
松
で
芸
誉
㌫

心
尊
小
鹿
島
普
あ
．
と
　
け
、
も

謡
で
・
㌣
，
小
亀
で
、
．
－
に
碧

十
号
骨
ば
れ
彗
浣
寺

踊
坤通
け部

穣
ー
彗
－

勘射打、

九両か㍗針漣的守
モ

急

誓

㌣

∵

ふ

壷

末

五

泉

l
、
八
三
草
笛
い
報
㌍
y
卦
希
獅
子

・
一
．
∴
、

封ヨ諏㍉
苺
ー

、、・有㍉、も

結昔芸1
餌
且

I、）I

t
サ
肇
っ
れ
ら
常
ト
t
ん

う
七
号
で
り
㌃
塔
は
、
二
た

▼
か

ら
∵
L
毎
し
こ
寸
絹
云
∵
ふ

Iて入一Jl

と㍉；少

！
亀
1
寸
字
種
心
音
薫

や
「
舎
宮
㌻
∵
；
透

り
↑
て
‥
r
－
C
‥
日
と
　
訪
う
　
ハ
り

催
す
壕
竜
三
．
ト
、
ん
が
「
く
r

、・二・一°・、、き　て：小

Åイし、ゾ今ト呪う

〆て

打’3な

、
、
？
■

」
い
れ

‥3、や顎．1

王
、
．
F
乾

、
「
l
つ
の

言
窮
、
屠

きっ‾2．きた＿。

3、二九かキヨ頑‡ ．
け

い「つて呈巧平に怯一言　一、3l巧・盲．話手に∫め－▼

「雷でlて舟恥離信言、・上rl＼一言も爪を潮‾ィ、3、て
車電柵何がで甘Lt瑞朽ぞ主し城下小一てh托苧iてご有．喜．

華
　
・
一
り

す
ハ
ヽ
、

日

劇

＝

し

こ

　

こ

う

h
 
h
L
　
∵
平

ノ
＼
、
じ
一
∴
∵
と

き
満
つ
‥

絹
た
㌘
一
r
｛

．

1

ヽ

　

　

　

ヽ

止
‥
、
．
1
．
、
，

の

‥

Ⅳ

こ

け

∴

－
∴
∵
主
r
4

鳴
韓
奇
に

。
飼
え

あ・幕も由り1つこあ、餌、貫目．了とチつ7この

j
／
＼

竃．耳打ち鯨、号・いつ小雪「きだl、と庶・・雷

け．吾、行針主＿せのど臣一息礎璃号観を

ビ柏←風重民、鼠‾酎鎧を布一心・略言あ二′り号耳、亨で．てレスたつ～∴′グ卑

－？、一号苛一㌔も・とらぺ13予定乙l“甘、軸㍗樟打線ザ、l＿㍗㌣r純潔転「

喜．藩耳の事　がVや蒔定クー
I、数奇忘アこうの鼎写嚢杏葉．．
よ、ビ’l？脚濃．′，　Ⅰ・

才．サlIで立憲．ミJ．1－温三貴果許乳
も一°タ至・㌻－イ式承醸五言雷率ふ薄緑
且号ハイささ二・　　　　　　　　＿　く

∫英上相子ヨわ
に持∴し　け 持し

っ
蒜
二
く

わ
璃

立
∵
へ

暦
象

∴・－
こ　と・巾．予r

軽率があさ、

と
ぷフ

乙

正
号

の・
一

、

　

、

↓，
さ

あ

譜漑悪事恕恕洗
浄上づ1ら・可亨で名も1ぎ一名も鞍汁、了．

譜誠忠
‘号．∵㍉・。1、、・・′、－

とけ言「たみ
一′　　′＿



f一・一一「一∴」‾‥．．．一　一エー．一　一．－Ih‘‘．－　‾　－←

主宰簑紅∴∴三振空夢
炉や‘．ユ‾’‘lぷエ1‾▼r‾‘‾‘1‾．‾‾‾‾‾　一。‘－‾、ア．‾「号・・il．　Ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

篤二．丞望
ナン．．’

′芽機

．′‾　　　ノヽ　　ノ‘

1、1二二、

骨
簑

．F：

力
二
ノ
ー
l
音
、
・
き
．
し

1

．

　

1

　

㌢

／
言
∴
肯
貴

ー

　

　

】

l

　

エ

7

．

ノ

ノ

「

ヽ
J
l

ヽ

＼

ノ

　

ー

・

寺
耳

1

∵

ノ

　

r

L

二
／

ヽ
・
、
・

、
ノ
‘

・uTI

へ
、
＼
　
千

乃
′

ヽ
こ

㌣
一

、
－千丁イl

r
・

∠
l

三
上ノヽつ∫‥

L．
ノ

J
t

－
1

r．、
r
ヽ

′
任
し

7“
乙鞋L

C
フ
d

つ
い

こ‾すう　と

つ、－　て一、－

ヱ）　エ

「

ワ

g

r

「
，

、
ち
り
て

号了：：こJt rl．

桓1、市子、了〕
こ　j jい萄－）

つ日　もあ、ら

当が葦戸こ1

・AL1

．

」

1

、
ヽ

▲
L

J
L∴

．．∴Lノ

ヒ
T
碧

ヽ
一

′

し

　

イ

若

時

空

了

r

た

輸
－
山
↓
上

性

　

ハ

、
〓
丁

り

、ゴ＿＿、

咄可

㌫

＿．上．

1＼

、当久、

甘笠∴＿
∵・・ヱ・・一「膏‥　　　　　一　一1ヽ

1

敵
一再．・

ム

’
．
H
．
．

し　て・、I／こ．

精・こ213°′14レ・後
て

了孫つ
J

、
ヽ
－
ノ

JLた 碑 ち

∴

　

こ

∴

〕
′

H

、

・

1

　

7

ヱ

T

 

l

′

て

　

れ手　た・11r1

号t　とl

r
・
げ
レ
ヱ
バ

ー
㍉
．
‥
二
二
・
I

，
C
J
苗
五

二

的

け

3

と　こ　うう．、：今昔　と’宣言？

「

．

り

ト

　

音

〓

　

ト

ト

未
わ
ー
と
．
7
7
J

上

官

に

！

？

　

こ

㍗
去
丁
今
↑

テ

去

㍗

示

∵
、
〕
y
T

月
そ
′
彗
韓
一
端

．
汚
い
青
田
令
て

乞
4
挿
音
義

1
、
〒
上
寺

ハ

　

カ

　

は

王

だ

　

？

少

草

杵

・
・
和
子
宣

ち
牽
塩
一
㌢

に
ラ
れ
轟
ヒ

ニ
当
て
．
r
 
H
　
う

罵
“
へ
、
h
＞
上
．
h

小

　

j

っ

ぷ

　

：

寵臣彗空
も：7、分．エーつ

「ンγ農‾．．こ′　と

り少Llグ

輯巧うねり、傍巧オーぅ
’
つ

音
勘て

′
けヽヴ乙

J
J
ュ づ ゲ壬ノ・懲丁砲丸

∠、う？、千三．手・・ミ・・ダ借．心tを▼つ，′ご・＝ヰ：ニ′寺言うナイスtは、と・・jl－Z－ア号ぐ

吐け、’t L予、隼で．て潔へ′√主うノミ1．2、3一項レ一々三に門「ごり・Ll年持

って二り．十一て．、、つう’∴0分－こ一つ・璃＿．三に貨車．㍉具早苗甘・中黒フ！
上れ璃言i去号ら三十4幣上こ・へ不和11輔ノ何憎ゲく・t一色

〆フゲ　「ノウt　りこ

く　り1、号　才フ3

拝．
弔

丸棒′
相

－．印

ら
　
t
′
、

し

′

I

 

I

且
丁

h
了

都
留

ア
r

た
．
エ

ー

ー

ノ

ー

ノ

ー

．

一

、

ニ

ー

〔

・

‥

一

．

ノ

　

エ

フ
舶

〓
ノ
ン

！
C
′

で
∴
、

「
．

埠、’．酌r、叩亘芋‾碩£

＝
T

7
、

’
－
葛
・
入

勇接1糾t　再亀寺It、／杷tこけ．サミーい、
＿‘軋ず蜜‾キ1孝Il．＝ん’＿り1こHJ亘r亘日か㌦

（2年鵜．両

′′

シジ′ミ・芝葦3

弘高一舶西砂サム紗や読1勅㌣′り〟々空

綺
㌻
トか

為3．号こ　こちょっと．坦’3着．

奇
味

，
ミ
′
、
悶

中＿りすへ彗くと嵐舟そ生忽凍イ・ノ豆色望不tこ
し二みた里嵐へふむ．ミが　ん王ざ1∴オミγエ

主・・の掛■亘㌍・V等ハよりうテタでサツマエゴ、三（巧者ノーたお手1約－－才・‾軋
音、1号．れが電車い「乙‥てjr－i・あ鴇－ニ如才．．1うう†三三圭一1三．∩言rノ乃御者l－こ叫Ll・す

∴ilそ承って㌻と如とそ‘ブ廟華Z、lチ17だ．＿￥丁で号澄一症牒史頭鎮守
っ1毎年t・た㌣こう、と▼hJ都ら．灯り三＿て′Lり．ちぎ三f二かうつ一子をう2・L如．す前l痛打亘等

∴
h
、
ぺ
．
．

卵
に
百

二
命
令

イ
ヤ
ー
㍉
J
）

や

〃 叫木酢山寺に毒瑠璃午
ザ　り　L　り

質し
ぐ．

フ
2
⊃

「千
、
九

デあ3、乳宣
′
革
淫

芝

　

l

二
㌧

1

一

I

I

ノ

　

ー

ー

1

作
に

l

　

て

わ
膏

ノ
ー
t
乙
り

為
り

l

ノ

　

三

真幸号かり

与若さJlて、一　夕．

ヱアユ・ノ1人1．．“・コ、Jl‥

∴　∴言∴一・一∵言、
・一ノ′プJ－βグカ＿モ膏音三言庁プ橘の－‾色一一ユよノー一手iオー蛋芥増車亨如才鎮

′膏吾三色tぁ－′ト4∴　rキ・由絹廟だ乃‾箆の牟叶祁堵・こあー乙て注輯∴

豆・ニ1こ再∴も議長癖呈㌢粟こげr｛パ∴音読J汗lT＿芝っすら号か勺′こ．

一
－
．
十
∵

「
ノ



一汁－1－－－ふ・一一一一一．－＿一一i

云・一風土軋譲
二9専心の盆撮っ一雄無臣で　隼今竜‾扇動鋳薄

九千両t苫う苦く二一つむが、－わ零へ曇
って　とう「れ厘へ受領も七㌦に寺l
ヽI

烏
こ
せ
た
寸

ーノ、と－やつl

相，与八五．けに
欄し　乙　を　らい

葺7混霊昔鵠盈㌢
育，綿串轟綿芯綜 道

上
・
・
r
∴
、

ト
、
C
・
ご

の
臨
「
掬

え
鞄
ノ
た

瑚
沈

萎感熱
Qニた庄1り翳Iこハイ7ご

、雨㍉．1i
・
i
ら

ア
威
す
t

才
し

．，も
，
ば
れ

↑
したL甘コ

つ
ヽ
フ

●
．
せ

声ヽ0

軒
牒

．
－
r
一
し

一

y

l

　

′

ヽ

－
L
 
n
O
．

む
、
と

り
今
い

更

丁寺、

・
つ

p
小

号マナ、もし1一一一g．

こ夙T号音のクーーI写？り為リ．

ナ年毎lご孝17！1っt
1日わ3．

エうつ‾／∴々載増車‡1日∃い－うり号†あゲみあ
う．rtLと高凍えとすすれ2十てい，こら
t－残雪∠了折、ノ率′㌣彗官や詩句には

（下）

1
し

鶴Ji一一　＿

‾「

茹再放免

誓言ふ昔孟需君津悪霊蒜鵠譜聖賢㌘
寺んど、もー川Tlマイ鼠／いり拓を曾＝レ再、り7号アん，蓬、

撮賭け予いとし7ご南台，一転亨絹とことlこいl吋升和利
序Iそわが＝言下

ア、ワ、の三うみラ～碍長一72、紬とあり号すすごヰ加算魔と軒
五°し写す．

や、・為の　上書声の盈急け箪奇へヂごコーが不叫れたで
ニ穴にぷLL、、の予，計軸パパじ　し青首

乳割高頚．蜘イ掛軸報
鞋ン勤コテ巧㍉雨ふ
持訂年、ユ　2g何々か

l触卑細　川恕f
岳積、卑舟場！栂は増え

頼り一一1・‥・一・・・二二手車


	モンシロチョウ　1951-03　No.02　表紙
	目次
	発光細菌
	プランクトン（２）
	志布志地方の蝶（２）
	甲虫（２）
	名称未設定
	昨年の蝶採集の想い出
	名称未設定
	展翅板
	あとがき
	正誤

